
（2022 年 2月）

貝藻くんを活用した藻場保全の取り組み貝藻くんを活用した藻場保全の取り組み

　2021年度は新たに県北・県

南エリアの漁港内に貝藻くんが

設置され、マコンブの種糸を取

り付けるなどの取り組みが行わ

れています。コンブの生長はこれからなので、今後は効

果を検証していきます。

　三原市では、海の環境を保全し管理するこ

とを目的に、ワカメの種糸を貝藻くんに取り

付けて設置しています。同時に地元名産のタ

コを増やすために、マダコの産卵床も設けて

います。2022年 1月の調査では、ワカメが

順調に生長している様子が確認できました。

　2014年に砂地の海底にポツンと設置された貝藻くんですが、

約7年が経過した2021年 4月に実施した調査では、アカモク

を中心に様々な海藻が生えていました。海域の環境にもよります

が、長期にわたり効果が持続することが示されました。

　貝藻くん開発初期から、各地で防護ネット

や種糸と組み合わせた取り組みが行われてお

り、魚による食害が多い場所でも、クロメな

どが生長する状況が確認されています。今後

は、南方系ホンダワラ類を含めた様々な海藻

類による藻場回復にも取り組んでいきます。
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◀取り付けられた

　　マコンブの種糸

▲漁港内に設置された貝藻くん

▲生長が確認されたワカメ
▲順調に育つクロメ ▲ノコギリモクの幼体

▲アカモクなどが繁茂

マダコ

【長崎県】



福井県敦賀市の事例福井県敦賀市の事例
【調査DATA】
・調査日 2021 年 4月 20 日
・水深  3 ～ 8m
・水温  12℃
・経過年月 設置後 1～ 6年

　福井県敦賀市海域では、2015年度以降毎年貝藻く

んが導入されています。2021年 4月に、静穏なアマ

モ場内と防波堤マウンド部に設置された貝藻くんの調

査を実施しました。

　各所では、貝藻くんの表面や直近でマナマコが密度

高く分布しており、また、一部ではホンダワラ類など

の海藻の着生も見られました。本海域ではこれまでに

もマナマコの産卵や稚ナマコの生息、稚ダコや稚魚な

どの隠れ場利用など、様々な効果が確認されています。

今回の調査では、設置から5～ 6年経過してもこれ

らの生物生息基盤としての高い効果が持続しているこ

とがわかりました。

　福井県敦賀市海域では、2015年度以降毎年貝藻く

んが導入されています。2021年 4月に、静穏なアマ

モ場内と防波堤マウンド部に設置された貝藻くんの調

査を実施しました。

　各所では、貝藻くんの表面や直近でマナマコが密度

高く分布しており、また、一部ではホンダワラ類など

の海藻の着生も見られました。本海域ではこれまでに

もマナマコの産卵や稚ナマコの生息、稚ダコや稚魚な

どの隠れ場利用など、様々な効果が確認されています。

今回の調査では、設置から5～ 6年経過してもこれ

らの生物生息基盤としての高い効果が持続しているこ

とがわかりました。

貝藻くん
及び直近

周囲海底
（2箇所平均）

マ
ナ
マ
コ
の
分
布
密
度
（
尾
／
㎡
） 0

0.2

0.4

0.6

0.8

▲貝藻くんの設置作業

▲貝殻ケースから出現した稚魚、ナマコ

▲貝藻くんとその周囲におけるナマコの分布密度

▲ホンダワラ類などの海藻が繁茂

▲貝藻くんに取り付けたタコつぼを利用するマダコ

▲貝藻くん上に集まるマナマコ

貝藻くん直近でナマコが多い



香川県さぬき市の事例香川県さぬき市の事例
【調査DATA】
・ 調査日 2021年7月16日（放流）、11月18日（調査）
・水深  6m
・水温　　　23.0℃（7月 16 日）、19.2℃（11 月 18 日）

　効果的なマナマコ放流手法を確立するため、静穏海域に貝藻くんおよびシェルマット（カ

キ殻マット）を活用した、種苗放流調査が香川県さぬき市で行われました。

　各施設の組み合わせによる3試験区と何も設置していない対照区（泥底）を設け、それぞ

れに平均体長16.4mmのマナマコ種苗を放流しました。そして、約4カ月後の11月 18

日に各施設を引き揚げて、中に生息しているマナマコ種苗の計数や体長測定を行いました。

　追跡調査では、貝藻くんとシェルマットを組み合わせた区画で最も多くの種苗が確認され、

貝藻くんのみ、シェルマットのみが同程度、対照区では全く見られないという結果が得られ

ました。また、採集された種苗は体長30mm以上に成長していました。

　以上より、海底に泥の溜まるような静穏海域では、貝藻くんとシェルマットを組み合わせ

て使用することが有効であり、マナマコの増産に大きく貢献できると考えられます。
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▲放流したマナマコ種苗

▲11 月 18 日の状況

▲マナマコの個体数と平均体長の推移
▲貝藻くんから

　　　出現したマナマコ

▲貝藻くんへの放流

※（一社）香川県水産振興協会の「令和 3年度放流効果実証事業」により実施したものである。

調査映像　☞
こちらから
ご覧ください

マナマコ放流手法の確立を目指して シェルマット

貝藻くん




